
外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

No.1 東京都パートナーシップ宣誓制度との連

携・多様な性への理解を深めるための取組み

の推進

計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.2 男女共同参画の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性2

国際理解・

多文化共生

の推進
No.3 多文化共生の推進 遅延 A B B

改善が必要（進

め方等の改善）

方向性3

平和な未来

の創造

No.4 平和な未来の創造 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.5 フレイル予防事業の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.6 ゲートキーパー養成研修の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.7 協定保養施設の利用助成 計画通り完了 A A B
改善が必要（進

め方等の改善）

No.8 特定保健指導の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.9 「はむら健康フェア」の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.10 子宮頸がん（HPV）ワクチン予防接種

の積極的な勧奨
計画通り完了 A B B

改善が必要（進

め方等の改善）

　生涯にわたって、

健康で明るく元気に

生活できるよう、生

活習慣病予防などの

意識啓発やライフス

テージを通じた健康

づくりなど、包括的

な支援に取り組みま

す。また、住み慣れ

た地域で安心して医

療や介護を受けるこ

とができるよう、関

係機関との連携体制

の充実に取り組みま

す。

　本施策における7事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が5事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が2事

業となっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.7「協

定保養施設の利用助成」は、負担金の利用件数が目標としていた件数の60パーセン

トに止まったことから、達成度がＢ評価となっている。今後の対応としては、「は

むら市民と産業のまつり」でのＰＲや施設の魅力・おすすめポイントなどをまとめ

市公式サイトで公表するなど、広報活動を充実し利用者の増加を図ることとしてい

る。

　No.10「子宮頸がん（HPV）ワクチン予防接種の積極的な勧奨」は、接種を受け

る際に用いる予診票が紙媒体であるため、対象者への郵送や医師会への支払い事務

などにおいて、コストや手間がかかることから、効率性（手法）がB評価となって

いる。また、接種対象者へ個別案内を送付するなど、適切に接種勧奨を行ったが、

接種者数の増加に結びつかなかったことから、達成度がＢ評価となっている。今後

の対応として、予診票のデジタル化については、国の動向を注視しながら検討して

いくこととしている。予防接種については、接種勧奨を行うとともに、市の公共施

設以外にポスター等を掲示するなど、幅広く周知を行うこととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.5「フレイル予防事業の充実」は、コロナ禍における運動や交流の機会

の創出を目的として実施していたオンラインフレイル予防体操教室を終了し、令和

6年度以降は対面で実施する事業の充実を図ることとしている。

令和6年度外部評価対象外

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

　多様な価値観や文

化の違いを受け入

れ、認め合うことが

できるよう、男女共

同参画や国際理解、

多文化共生の推進な

どに取り組みます。

方向性1

お互いを理

解し、違い

を尊重し合

う意識の醸

成

令和6年度外部評価対象外

方向性1

心身の健康

づくりの支

援

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

コンセプト1　自分らしく生きる

施策1　性別や国籍にかかわらず、多様な価値観を認め、尊重するまち

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

　本施策における4事業の進捗状況は、「計画通り完了」が3事業、「遅延」が1事

業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が3事業「改善が必要（進め方等

の改善）」が1事業となっている。

　進捗状況において「遅延」となったNo.3「多文化共生の推進」は、後援事業の申

込方法にデジタル技術を活用できなかったことから、効率性（手法）はＢ評価と

なっている。また、講師の調整がつかず、多文化共生講座が実施できなかったた

め、達成度はＢ評価となり、事務の進め方に改善が必要であることから、総合評価

は「改善が必要（進め方等の改善）」となっている。本事業については、事業の申

込方法やアンケートにおいてデジタル技術の導入を進め事務の効率化を図ることと

している。また、講座の実施に当たっては講師や団体等と連携、調整を図りなが

ら、早期実施に向けて取り組むこととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられるが、No.1「東京都

パートナーシップ宣誓制度との連携・多様な性への理解を深めるための取組みの推

進」及びNo.2「男女共同参画の推進」は、様々な機会を捉えて意識啓発等の取組を

推進していくこととしている。

施策2　元気に生活することができるまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

方向性3

運動機会の

提供 No.11 スポーツ体験教室の統合・拡充 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.12 「生理の貧困」への支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.13 精神障害にも対応した地域包括ケアシ

ステムに関する協議の場の設置
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.14 障害福祉サービス費等の審査業務の効

率化等の推進
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.15 介護サービス事業所向け人材育成の支

援
計画通り完了 A A B

改善が必要（進

め方等の改善）

No.16 市民相談の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.17 住民税非課税世帯等に対する電気・ガ

ス・食料品等価格高騰重点支援給付金支給事

業（仮称）の実施

計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.18 民生・児童委員（社会福祉委員）活動

の支援
計画通り完了 A A B 計画通り実施

No.19 生活困窮者自立相談支援事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.20 認知症施策の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.21 子どもや若者の育成支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　生涯にわたって、

健康で明るく元気に

生活できるよう、生

活習慣病予防などの

意識啓発やライフス

テージを通じた健康

づくりなど、包括的

な支援に取り組みま

す。また、住み慣れ

た地域で安心して医

療や介護を受けるこ

とができるよう、関

係機関との連携体制

の充実に取り組みま

す。

　本施策における7事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が5事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が2事

業となっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.7「協

定保養施設の利用助成」は、負担金の利用件数が目標としていた件数の60パーセン

トに止まったことから、達成度がＢ評価となっている。今後の対応としては、「は

むら市民と産業のまつり」でのＰＲや施設の魅力・おすすめポイントなどをまとめ

市公式サイトで公表するなど、広報活動を充実し利用者の増加を図ることとしてい

る。

　No.10「子宮頸がん（HPV）ワクチン予防接種の積極的な勧奨」は、接種を受け

る際に用いる予診票が紙媒体であるため、対象者への郵送や医師会への支払い事務

などにおいて、コストや手間がかかることから、効率性（手法）がB評価となって

いる。また、接種対象者へ個別案内を送付するなど、適切に接種勧奨を行ったが、

接種者数の増加に結びつかなかったことから、達成度がＢ評価となっている。今後

の対応として、予診票のデジタル化については、国の動向を注視しながら検討して

いくこととしている。予防接種については、接種勧奨を行うとともに、市の公共施

設以外にポスター等を掲示するなど、幅広く周知を行うこととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.5「フレイル予防事業の充実」は、コロナ禍における運動や交流の機会

の創出を目的として実施していたオンラインフレイル予防体操教室を終了し、令和

6年度以降は対面で実施する事業の充実を図ることとしている。

令和6年度外部評価対象外

　家庭や地域の中

で、高齢者、障害の

ある人など、だれも

がその人らしい自立

した生活を送ること

ができるよう、とも

に支え合い、ともに

生きる社会の実現に

取り組みます。

方向性1

支援が必要

な人を地域

で支え合う

　本施策における12事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が11事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が1

事業となっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.15「介護サービス事

業所向け人材育成の支援」は、介護サービス事業所職員に係る研修経費の補助件数

が少なかったことから達成度がB評価となっている。なお、本事業については、必

要性が高いことから、利用促進が図られるよう、事業者への周知を強化していくこ

ととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.18「民生・児童委員（社会福祉委員）活動の支援」は、民生委員・児

童委員の欠員が生じている地区があることから、欠員の補充を第一優先として取り

組むとともに、民生委員・児童委員が活動しやすい環境を整備することとしてい

る。

　No.21「子どもや若者の育成支援」では、ひきこもりの対象年齢により「窓口」

が２か所（社会福祉課・子育て相談課）に分かれていることから、担当部署では、

窓口の一本化を検討するとしている。

令和6年度外部評価対象外

※「方向性2　医療提供体制の充実」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

施策3　ともに生き、助け合うまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.22 フードドライブの推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.23 徘徊高齢者探索サービスの実施 計画通り完了 A A B 計画通り実施

No.24 市民活動の促進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.25 市民提案型協働事業の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.26 市民活動団体連携協議会の運営支援 遅延 A A B
改善が必要（進

め方等の改善）

No.27 町内会・自治会活動等への支援 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　家庭や地域の中

で、高齢者、障害の

ある人など、だれも

がその人らしい自立

した生活を送ること

ができるよう、とも

に支え合い、ともに

生きる社会の実現に

取り組みます。

方向性1

支援が必要

な人を地域

で支え合う

　本施策における12事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が11事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が1

事業となっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となったNo.15「介護サービス事

業所向け人材育成の支援」は、介護サービス事業所職員に係る研修経費の補助件数

が少なかったことから達成度がB評価となっている。なお、本事業については、必

要性が高いことから、利用促進が図られるよう、事業者への周知を強化していくこ

ととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.18「民生・児童委員（社会福祉委員）活動の支援」は、民生委員・児

童委員の欠員が生じている地区があることから、欠員の補充を第一優先として取り

組むとともに、民生委員・児童委員が活動しやすい環境を整備することとしてい

る。

　No.21「子どもや若者の育成支援」では、ひきこもりの対象年齢により「窓口」

が２か所（社会福祉課・子育て相談課）に分かれていることから、担当部署では、

窓口の一本化を検討するとしている。

令和6年度外部評価対象外

　市民や町内会・自

治会などの各種団体

による、地域コミュ

ニティなどでの活動

を通じて、地域の中

で、自己実現や達成

感を得ることができ

るよう、市民のさま

ざまな活動を尊重し

地域の活性化につな

げることに取り組み

ます。

方向性2

地域活動に

よる地域コ

ミュニティ

の活性化

　本施策における4事業の進捗状況は、「計画通り完了」が3事業、「遅延」が1事

業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が3事業、「改善が必要（進め方

等の改善）」が1事業となっている。

　進捗状況が「遅延」となったNo.26「市民活動団体連携協議会の運営支援」は、

様々な活動団体等からの意見を踏まえて実施することとした市民活動団体交流会に

ついて、準備が整わず実施できなかったことから達成度がＢ評価となり、市民活動

団体連携協議会の自立に向けた運営方法等の検討が必要であることから、総合評価

は「改善が必要（進め方等の改善）」となっている。今後の対応としては、市民活

動団体交流会の実施に向けた支援を行うとともに、協議会の自立に向けた検討を進

めることとしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

令和6年度外部評価対象外

※「方向性1　生きがいづくりの支援」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

施策4　いきいきと活動するまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.28 幼稚園等の利用に関する認定申請手続

きの電子化
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.29 高校生等医療費助成事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.30 妊婦健康診査の公費負担が受けられる

実施機関の拡充
計画通り完了 A B A

改善が必要（進

め方等の改善）

No.31 ヤングケアラーの支援体制の充実 計画通り完了 A A B 計画通り実施

No.32 出産・子育て応援事業（伴走型相談支

援・経済的支援）の実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.33 幼稚園・保育園等における子どもの安

全・安心を確保するための取組みの実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.34 新たなこども・子育て政策の検討・実

施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.35 妊婦健康診査（超音波検査）の公費負

担の拡充
計画通り完了 A A B

改善が必要（進

め方等の改善）

No.36 多言語通訳システムを活用した子育て

相談の実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.37 多胎児家庭の支援の実施 計画通り完了 A A B
改善が必要（進

め方等の改善）

No.38 3歳児健康診査における視覚検査の実

施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における17事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が13事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が4

事業となっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.30

「妊婦健康診査の公費負担が受けられる実施機関の拡充」は、令和6年度から東京

都が実施する受診票方式の広域化事業を利用することで、妊婦の利便性が向上する

ことから、効率性（手法）がＢ評価となっている。今後の対応としては、東京都と

連携し、都内助産所において受診票方式での公費負担が受けられるよう取り組むこ

ととしている。

　No.35「妊婦健康診査（超音波検査）の公費負担の拡充」は、超音波検査の公費

負担の件数が見込み件数を下回ったことから、達成度がＢ評価となっている。引き

続き、公費負担を実施し、市民が安心して出産できるよう支援することとしてい

る。

　No.37「多胎児家庭の支援の実施」は、養育支援ヘルパーの派遣件数が見込み件

数を下回ったことから、達成度がＢ評価となっている。今後の対応としては、多胎

児家庭へ十分な周知を図り、ニーズに合ったサービス提供ができるよう事業を進め

ることとしている。

　No.43「放課後子ども教室の開室数の拡充」は、妥当性、効率性（手法）、達成

度のいずれもＡ評価であるが、特別な配慮を必要とする子供への対応など、学校や

学童クラブとの連携強化の必要性、参加学年を考慮した内容の充実、指導員の人員

確保や学校により使用する部屋の状況が異なるといった課題など、事業の運営につ

いて改善していく必要があるとしている。今後の対応としては、これらの改善に向

けて、学校等との連携強化や民間事業者への委託等の検討を進めることとしてい

る。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.31「ヤングケアラーの支援体制の充実」は、具体的な支援について関

係機関に周知するとともに、子供や家庭の状況を把握し、関わる機会が多い教育機

関との具体的な連携方法や支援事業について検討することとしている。

　No.40「学校施設内における学童クラブ運営のモデル実施」は、民間委託による

学校施設内での学童クラブ運営についての成果・効果の検証を行い、放課後子供教

室との連携を含めた今後の取組の方向性の取りまとめや、学童クラブ業務のＩＣＴ

化（入退室管理システム等）を検討することとしている。

令和6年度外部評価対象外方向性1

子育て家庭

への支援

　だれもがのびのび

と、安心して子ども

を生み育てることが

でき、すべての子ど

もがすこやかに成長

することができるよ

う、子どもの成長段

階に応じた支援の充

実に取り組みます。

コンセプト2　成長をはぐくむ

施策1　子どもたちがすこやかに成長するまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.39 医療的ケア児の受け入れの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.40 学校施設内における学童クラブ運営の

モデル実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.41 学童クラブ入所申請手続きの電子化の

実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.42 学童クラブにおける児童育成の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.43 放課後子ども教室の開室数の拡充 計画通り完了 A A A
改善が必要（進

め方等の改善）

No.44 幼稚園・保育園・小学校連携推進懇談

会の運営
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.45 連携アドバイザーの活用による学童ク

ラブ運営の充実
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.46 幼稚園型一時預かり事業における特別

支援加算の導入
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.47 幼稚園等における送迎バス等への安全

対策の実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.48 学校施設の計画的な改修工事の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.49 スイミングセンターを活用した小学校

水泳授業の試行実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.50 コミュニティ・スクールの導入 計画通り完了 A A A 計画通り実施

令和6年度外部評価対象外

　本施策における17事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が13事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が4

事業となっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.30

「妊婦健康診査の公費負担が受けられる実施機関の拡充」は、令和6年度から東京

都が実施する受診票方式の広域化事業を利用することで、妊婦の利便性が向上する

ことから、効率性（手法）がＢ評価となっている。今後の対応としては、東京都と

連携し、都内助産所において受診票方式での公費負担が受けられるよう取り組むこ

ととしている。

　No.35「妊婦健康診査（超音波検査）の公費負担の拡充」は、超音波検査の公費

負担の件数が見込み件数を下回ったことから、達成度がＢ評価となっている。引き

続き、公費負担を実施し、市民が安心して出産できるよう支援することとしてい

る。

　No.37「多胎児家庭の支援の実施」は、養育支援ヘルパーの派遣件数が見込み件

数を下回ったことから、達成度がＢ評価となっている。今後の対応としては、多胎

児家庭へ十分な周知を図り、ニーズに合ったサービス提供ができるよう事業を進め

ることとしている。

　No.43「放課後子ども教室の開室数の拡充」は、妥当性、効率性（手法）、達成

度のいずれもＡ評価であるが、特別な配慮を必要とする子供への対応など、学校や

学童クラブとの連携強化の必要性、参加学年を考慮した内容の充実、指導員の人員

確保や学校により使用する部屋の状況が異なるといった課題など、事業の運営につ

いて改善していく必要があるとしている。今後の対応としては、これらの改善に向

けて、学校等との連携強化や民間事業者への委託等の検討を進めることとしてい

る。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.31「ヤングケアラーの支援体制の充実」は、具体的な支援について関

係機関に周知するとともに、子供や家庭の状況を把握し、関わる機会が多い教育機

関との具体的な連携方法や支援事業について検討することとしている。

　No.40「学校施設内における学童クラブ運営のモデル実施」は、民間委託による

学校施設内での学童クラブ運営についての成果・効果の検証を行い、放課後子供教

室との連携を含めた今後の取組の方向性の取りまとめや、学童クラブ業務のＩＣＴ

化（入退室管理システム等）を検討することとしている。

令和6年度外部評価対象外

方向性2

学校教育の

充実

　本施策における16事業の進捗状況は、「計画通り完了」が14事業、「計画を見

直し完了」が2事業となっている。総合評価は、いずれも「計画通り実施」となっ

ている。

　進捗状況において「計画を見直し完了」となった事業について、No.51「部活動

の地域連携の推進」は、計画していた懇談会を実施しなかったことから、達成度は

Ｂ評価となっているが、各種団体へのアンケートを行うなど、地域移行に向けた基

礎情報を集約し、実施可能な部活動の検討が進んだことから、総合評価は「計画通

り実施」となっている。今後の対応としては、スポーツ団体、文化・芸術団体等と

調整を進めるとともに、中学校３校合同で実施する合同部活動についても検討を進

め、学校、保護者に向けた地域移行についての説明等を行うこととしている。

　No.56「いじめ、虐待から命を守る取組みの推進」は、実施を予定していたいじ

め問題対策委員会が、設置に向けた準備にとどまったものの、その他の取組につい

ては予定通り実施し、事業の推進が図られていることから、総合評価は「計画通り

実施」となっている。今後の対応としては、「羽村市いじめ防止対策推進条例」等

に基づき、いじめ防止対策を進めるとともに、関係機関と連携し、虐待防止に資す

る取組を進めることとしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.57「特別支援学級の運営」については、「自閉症・情緒障害特別支援

学級」の他の小学校での開級の必要性などを、長期的な視点で検討することとして

いる。

方向性2

支え合いに

よる子育て

の推進

方向性1

子育て家庭

への支援

　だれもがのびのび

と、安心して子ども

を生み育てることが

でき、すべての子ど

もがすこやかに成長

することができるよ

う、子どもの成長段

階に応じた支援の充

実に取り組みます。

方向性1

発達や学び

の継続的な

支援

　子どもたちの個性

や能力を最大限に伸

ばし、「豊かな心」

や「生きる力」を身

につけることができ

るよう、義務教育９

年間の連続した教育

やデジタル技術を活

用した確かな学力の

育成に取り組むとと

もに、家庭と地域と

学校が連携した、羽

村市の特色を活かし

た教育に取り組みま

す。

施策2　子どもたちが生きる力を身につけるまち
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.51 部活動の地域連携の推進 計画を見直し完了 A A B 計画通り実施

No.52 特別支援教室における指導期間延長の

ための発達検査の実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.53 不登校及び不登校傾向の児童・生徒の

校内別室指導による支援の充実
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.54 ICT機器を活用した教育の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.55 家庭と子どもの支援員による支援の実

施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.56 いじめ、虐待から命を守る取組みの推

進
計画を見直し完了 A A A 計画通り実施

No.57 特別支援学級の運営 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.58 教育相談の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.59 ハーモニースクール・はむらの運営 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性3

社会を担う

意識の醸成 No.60 青少年健全育成事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

令和6年度外部評価対象外

方向性2

学校教育の

充実

　本施策における16事業の進捗状況は、「計画通り完了」が14事業、「計画を見

直し完了」が2事業となっている。総合評価は、いずれも「計画通り実施」となっ

ている。

　進捗状況において「計画を見直し完了」となった事業について、No.51「部活動

の地域連携の推進」は、計画していた懇談会を実施しなかったことから、達成度は

Ｂ評価となっているが、各種団体へのアンケートを行うなど、地域移行に向けた基

礎情報を集約し、実施可能な部活動の検討が進んだことから、総合評価は「計画通

り実施」となっている。今後の対応としては、スポーツ団体、文化・芸術団体等と

調整を進めるとともに、中学校３校合同で実施する合同部活動についても検討を進

め、学校、保護者に向けた地域移行についての説明等を行うこととしている。

　No.56「いじめ、虐待から命を守る取組みの推進」は、実施を予定していたいじ

め問題対策委員会が、設置に向けた準備にとどまったものの、その他の取組につい

ては予定通り実施し、事業の推進が図られていることから、総合評価は「計画通り

実施」となっている。今後の対応としては、「羽村市いじめ防止対策推進条例」等

に基づき、いじめ防止対策を進めるとともに、関係機関と連携し、虐待防止に資す

る取組を進めることとしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.57「特別支援学級の運営」については、「自閉症・情緒障害特別支援

学級」の他の小学校での開級の必要性などを、長期的な視点で検討することとして

いる。

　子どもたちの個性

や能力を最大限に伸

ばし、「豊かな心」

や「生きる力」を身

につけることができ

るよう、義務教育９

年間の連続した教育

やデジタル技術を活

用した確かな学力の

育成に取り組むとと

もに、家庭と地域と

学校が連携した、羽

村市の特色を活かし

た教育に取り組みま

す。
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.61 学校での市図書館所蔵資料返却の試行

実施
計画通り完了 A A B

改善が必要（進

め方等の改善）

No.62 図書館資料の宅配サービスの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.63 セカンドブックスタート事業（啓発）

等の実施
計画通り完了 A A A

改善が必要（進

め方等の改善）

No.64 YA(ヤングアダルト)世代の読書習慣の

定着支援
計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性2

交流を通じ

た学びの創

出

No.65 スポーツによる地域コミュニティの醸

成
計画を見直し完了 A A B

改善が必要（進

め方等の改善）

施策3　地域で学び、つながり、活かすことができるまち

　子どもから高齢者

まで、いつでも、ど

こでも楽しく学ぶ環

境整備を図るととも

に、羽村市の財産で

ある「人」「文化」

「芸術」「歴史」

「自然」などを活か

した学びが広がり、

人や社会のために発

揮・共有・継承され

るよう取り組みま

す。

※「方向性3　新たな学びや学びの深化につなげる」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

方向性1

だれもがい

つでもどこ

でも学習で

きる機会の

創出

　本施策における5事業の進捗状況は、「計画通り完了」が4事業、「計画を見直し

完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が2事業、「改善が必

要（進め方等の改善）」が3事業となっている。

　進捗状況において「計画を見直し完了」となったNo.65「スポーツによる地域コ

ミュニティの醸成」は、町内会・自治会と協議し、市民体育祭の見直しを決定した

が、新たなスポーツイベントとしての実施は、令和6年度になったことから、達成

度はＢ評価となり、総合評価は「改善が必要（進め方等の改善）」となっている。

令和6年度は、スポーツを通じて親睦を図ることができるよう、年齢や障害の有無

にかかわらず、市民の誰もが参加できるスポーツ事業として実施することとしてい

る。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.61

「学校での市図書館所蔵資料返却の試行実施」は、市図書館所蔵資料の小・中学校

での返却冊数が見込みを下回ったことから、達成度はＢ評価となっている。今後の

対応としては、児童・生徒が図書館に来なくても本が借りることができ、返却でき

る仕組を検討するなど、児童・生徒の読書環境の向上に向け取り組むこととしてい

る。

　No.63「セカンドブックスタート事業（啓発）等の実施」は、妥当性、効率性

（手法）、達成度のいずれもＡ評価であるが、「家読（うちどく）」事業の実施に

より、家での読書時間や読書内容の共有が図られたかといった効果検証の手法を検

討する必要があるとしている。今後の対応としては、アンケート調査の実施などに

より、事業の効果について可視化を図ることとしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

令和6年度外部評価対象外
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.66 羽村駅西口土地区画整理事業の実施 計画通り完了 A A B 計画通り実施

No.67 市道改修等工事などの実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.68 街路照明灯の整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.69 分流式下水道（汚水管）における雨天

時浸入水対策
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.70 下水道施設の長寿命化 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.71 水道管路の整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.72 宅地開発等指導要綱による宅地開発事

業の規制及び誘導
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.73 コミュニティバスはむらん運行の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.74 マンションの適正な管理の促進 計画通り完了 A A B
改善が必要（進

め方等の改善）

No.75 施設の計画的な更新・改修 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.76 雨水浸透施設設置費の助成 計画通り完了 A A D
改善が必要（進

め方等の改善）

No.67

・上下水道の管種替工事などに併せて路線を決め、補修工事を実施することは、効

率的に工事を実施するという観点ではよい取組であるが、道路改修・維持補修とい

う本来の目的とは趣旨が異なるものではないか。

・上下水道の管種替工事などと併せて道路補修工事を実施する場合があることにつ

いて、事後評価シートに書き込むことで市民にも分かりやすくなるのではないか。

No.68

・JR青梅線以西の宅地化が進んでおり、元々農地だった場所の街路照明が暗いと感

じている。市民からも同様の声があるため、街路照明灯の増設が必要ではないか。

・街路照明灯のLED化の割合が高い水準となっているため、この事業費の一部を防

犯カメラの設置費用に回すなど、防犯対策の強化が必要ではないか。

No.69、No.70、No.76

・事後評価シートには、下水道管の長寿命化対策など、市が抱えている政策課題と

のつながりを意識して作成する必要がある。各事務事業の政策目的を明確化し、そ

れぞれの事務事業がどのような効果をもたらしているかについて記載することが、

市民に対する説明責任の観点からも重要である。

No.73

・運行管理業務に多くの時間を費やしていることから、当該業務の業務委託の可能

性について検討が必要ではないか。

・コミュニティバスは、多くの自治体で赤字となっており、運行に係る補助金が高

額になることが一般的である。運行ルートの変更や運賃の細分化なども課題ではな

いか。

・他自治体では、コミュニティバスの運行ルートごとに収支や補助金額などの財政

データを公表している。羽村市においても、運行ルートごとの特徴や課題を明らか

にし、運賃について検討してはどうか。

・転入者の増加にも寄与する可能性があることから、朝の時間帯において、交共交

通不便地域の人の通勤・通学に利用できるコミュニティバスの運行を検討してはど

うか。

・市民の利便性の向上や事務負担の軽減を図るため、「私の時刻表」を自身で作成

できるアプリの導入について検討してはどうか。

No.76

・本事業の市のPRが不足している。雨水浸透施設の設置が雨水対策として有効な手

段であれば、新築住宅への設置について、条例に規定するなど取り組んではどう

か。

・畑やグラウンドなどが多く残る自然豊かな羽村市では、雨水は自然と地下に染み

込んでいくことから、雨水浸透施設の設置に効果があるのか疑問である。市全体で

普及させることは難しいことから、全て同じ条件で考えないほうがよい。

No.79

・公共施設は将来にわたって市民等に利用されることから、施設工事を実施した際

の市民一人当たりのコスト計算については、当該年度の人口ではなく、固定資産の

耐用年数に基づく人口数から算出することで正確な市民一人当たりのコストになる

のではないか。

No.80

・河川占用区域の拡大に取り組むに当たっては、今後の活用に係る明確な目的が必

要である。

　だれもが安全・安

心・快適に暮らすこ

とができるよう、道

路、駅前広場、公

園、水道、下水道な

どの都市基盤施設の

整備や維持保全、公

共交通の充実、自然

と調和した良好なま

ちなみの維持に取り

組みます。

方向性1

快適で生活

しやすい環

境の整備

　本施策における15事業の進捗状況は、「計画通り完了」が13事業、「計画を見

直し完了」が2事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が12事業、「改

善が必要（進め方等の改善）」が3事業となっている。

　進捗状況において「計画を見直し完了」となった事業について、No.79「公共建

築物の計画的な改修工事等の実施」は、令和2年度末に廃止した旧自然休暇村の建

築物、工作物等の解体撤去工事の一部である植栽工事について、山梨県と調整の

上、令和6年5月から実施することとなり、工期を令和6年6月まで延長したことか

ら、達成度はB評価となっているが、事業そのものの改善点はないため、総合評価

は「計画通り実施」となっている。

　No.80「多摩川河川敷と水上公園の活用（（仮称）多摩川羽村堰周辺公園整備事

業）」は、予定していた宮の下運動公園の下流部河川敷の占用区域の拡大ができな

かったこと、夏季期間において酷暑が続き屋外活動が難しい状況にあったため、親

水公園で実施している「じゃぶじゃぶ池」の利用者が減少したことから、達成度は

B評価となっており、総合評価については、「改善が必要（進め方等の改善）」と

なっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.74

「マンションの適正な管理の促進」は、「羽村市マンション管理適正化推進計画」

を策定し、マンションの管理組合により、適正な管理計画を作成しているマンショ

ンについて、市が認定する業務を開始した。しかしながら、マンションの管理計画

の認定の申請は1件のみであり、認定基準を満たしていなかった。引き続き、市内

の分譲マンション全てについて、管理状況を把握するなど、管理不全の兆候のある

マンションについて助言を続けていくこととしている。

　No.76 「雨水浸透施設設置費の助成」については、助成実績が1件であったこと

から、達成度はD評価となっている。雨水浸透施設は、台風やゲリラ豪雨時などに

おいて雨水管に流れ込む雨水を抑制するとともに、地下水の涵養を図るために必要

な事業であることから、他市の周知方法等を参考に、制度の普及啓発方法を工夫し

ながら、継続して事業に取り組んでいくこととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.66「羽村駅西口土地区画整理事業の実施」については、現行の事業計

画に基づく土地区画整理事業を進め、実施に当たっては、優先事項として位置付け

ている「仮換地先の早期返地」、「都市計画道路３・４・１２号線の早期整備」、

「駅前交通広場等の早期整備」を実現し、権利者の負担軽減を第一に、施工手順を

精査しながら、効率的・効果的に事業を進めていくこととしている。

コンセプト3　スマートにくらす

施策1　快適な都市環境が整うまち

- 8 -



外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.77 動物公園の管理運営の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.78 指定管理者制度の導入による公園、児

童遊園の管理運営
計画通り完了 A B A 計画通り実施

No.79 公共建築物の計画的な改修工事等の実

施
計画を見直し完了 A A A 計画通り実施

No.80 多摩川河川敷と水上公園の活用（（仮

称）多摩川羽村堰周辺公園整備事業）
計画を見直し完了 A A B

改善が必要（進

め方等の改善）

No.81 電子申請等行政手続きのオンライン化

の推進
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.82 スマホ教室の実施 計画通り完了 A A C
改善が必要（進

め方等の改善）

施策2　いつでもどこでもつながるスマートシティ

No.67

・上下水道の管種替工事などに併せて路線を決め、補修工事を実施することは、効

率的に工事を実施するという観点ではよい取組であるが、道路改修・維持補修とい

う本来の目的とは趣旨が異なるものではないか。

・上下水道の管種替工事などと併せて道路補修工事を実施する場合があることにつ

いて、事後評価シートに書き込むことで市民にも分かりやすくなるのではないか。

No.68

・JR青梅線以西の宅地化が進んでおり、元々農地だった場所の街路照明が暗いと感

じている。市民からも同様の声があるため、街路照明灯の増設が必要ではないか。

・街路照明灯のLED化の割合が高い水準となっているため、この事業費の一部を防

犯カメラの設置費用に回すなど、防犯対策の強化が必要ではないか。

No.69、No.70、No.76

・事後評価シートには、下水道管の長寿命化対策など、市が抱えている政策課題と

のつながりを意識して作成する必要がある。各事務事業の政策目的を明確化し、そ

れぞれの事務事業がどのような効果をもたらしているかについて記載することが、

市民に対する説明責任の観点からも重要である。

No.73

・運行管理業務に多くの時間を費やしていることから、当該業務の業務委託の可能

性について検討が必要ではないか。

・コミュニティバスは、多くの自治体で赤字となっており、運行に係る補助金が高

額になることが一般的である。運行ルートの変更や運賃の細分化なども課題ではな

いか。

・他自治体では、コミュニティバスの運行ルートごとに収支や補助金額などの財政

データを公表している。羽村市においても、運行ルートごとの特徴や課題を明らか

にし、運賃について検討してはどうか。

・転入者の増加にも寄与する可能性があることから、朝の時間帯において、交共交

通不便地域の人の通勤・通学に利用できるコミュニティバスの運行を検討してはど

うか。

・市民の利便性の向上や事務負担の軽減を図るため、「私の時刻表」を自身で作成

できるアプリの導入について検討してはどうか。

No.76

・本事業の市のPRが不足している。雨水浸透施設の設置が雨水対策として有効な手

段であれば、新築住宅への設置について、条例に規定するなど取り組んではどう

か。

・畑やグラウンドなどが多く残る自然豊かな羽村市では、雨水は自然と地下に染み

込んでいくことから、雨水浸透施設の設置に効果があるのか疑問である。市全体で

普及させることは難しいことから、全て同じ条件で考えないほうがよい。

No.79

・公共施設は将来にわたって市民等に利用されることから、施設工事を実施した際

の市民一人当たりのコスト計算については、当該年度の人口ではなく、固定資産の

耐用年数に基づく人口数から算出することで正確な市民一人当たりのコストになる

のではないか。

No.80

・河川占用区域の拡大に取り組むに当たっては、今後の活用に係る明確な目的が必

要である。

※「方向性2　先端技術の活用」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

　だれもが安全・安

心・快適に暮らすこ

とができるよう、道

路、駅前広場、公

園、水道、下水道な

どの都市基盤施設の

整備や維持保全、公

共交通の充実、自然

と調和した良好なま

ちなみの維持に取り

組みます。

　本施策における15事業の進捗状況は、「計画通り完了」が13事業、「計画を見

直し完了」が2事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が12事業、「改

善が必要（進め方等の改善）」が3事業となっている。

　進捗状況において「計画を見直し完了」となった事業について、No.79「公共建

築物の計画的な改修工事等の実施」は、令和2年度末に廃止した旧自然休暇村の建

築物、工作物等の解体撤去工事の一部である植栽工事について、山梨県と調整の

上、令和6年5月から実施することとなり、工期を令和6年6月まで延長したことか

ら、達成度はB評価となっているが、事業そのものの改善点はないため、総合評価

は「計画通り実施」となっている。

　No.80「多摩川河川敷と水上公園の活用（（仮称）多摩川羽村堰周辺公園整備事

業）」は、予定していた宮の下運動公園の下流部河川敷の占用区域の拡大ができな

かったこと、夏季期間において酷暑が続き屋外活動が難しい状況にあったため、親

水公園で実施している「じゃぶじゃぶ池」の利用者が減少したことから、達成度は

B評価となっており、総合評価については、「改善が必要（進め方等の改善）」と

なっている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.74

「マンションの適正な管理の促進」は、「羽村市マンション管理適正化推進計画」

を策定し、マンションの管理組合により、適正な管理計画を作成しているマンショ

ンについて、市が認定する業務を開始した。しかしながら、マンションの管理計画

の認定の申請は1件のみであり、認定基準を満たしていなかった。引き続き、市内

の分譲マンション全てについて、管理状況を把握するなど、管理不全の兆候のある

マンションについて助言を続けていくこととしている。

　No.76 「雨水浸透施設設置費の助成」については、助成実績が1件であったこと

から、達成度はD評価となっている。雨水浸透施設は、台風やゲリラ豪雨時などに

おいて雨水管に流れ込む雨水を抑制するとともに、地下水の涵養を図るために必要

な事業であることから、他市の周知方法等を参考に、制度の普及啓発方法を工夫し

ながら、継続して事業に取り組んでいくこととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.66「羽村駅西口土地区画整理事業の実施」については、現行の事業計

画に基づく土地区画整理事業を進め、実施に当たっては、優先事項として位置付け

ている「仮換地先の早期返地」、「都市計画道路３・４・１２号線の早期整備」、

「駅前交通広場等の早期整備」を実現し、権利者の負担軽減を第一に、施工手順を

精査しながら、効率的・効果的に事業を進めていくこととしている。

方向性2

公共施設の

機能充実

　「人と人」や「人

とモノ」が、いつで

も、どこでもつなが

り、さらに生活が便

利になるよう、新た

な技術を活用する環

境の整備や、さまざ

まな社会経済活動の

ICT化などに取り組み

ます。

方向性1

ICTの活用

促進

　本施策における2事業の進捗状況は、いずれも「計画通り完了」となっている。

総合評価は、「計画通り実施」が1事業、「改善が必要（進め方等の改善）」が1事

業となっている。

　No.82「スマホ教室の実施」については、前年度の参加人数が少なかったことか

ら、広報の工夫などを行うとともに教室の開催回数を増やしたが、予定よりも参加

者数が少なかったため、達成度がC評価となっており、総合評価については、「改

善が必要（進め方等の改善）」となっている。なお、本事業は、高齢者をはじめと

した、スマホ等のＩＣＴ機器の活用を苦手とする方々に対する事業であり、国が目

指す社会の姿である「誰一人取り残されないデジタル社会」の実現に向けた取組で

あることから、様々な手法を用いた広報活動を実施し、参加者増加に向け取り組ん

でいくこととしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

No.82

・市の事業として高齢者に対するICTの普及が重要であるという姿勢が読み取れな

い。市のスタンスを明確にし、主体性や取り組む姿勢を打ち出す必要があるのでは

ないか。
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.83 資源リサイクル情報のデジタル化の充

実
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.84 リサイクルセンターの機能の維持管理

と延命化に向けた方針策定
計画を見直し完了 A A B 計画通り実施

No.85 ごみの減量と資源化の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.86 リユースの推進(協定に基づくリサイ

クル品の販売)
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.87 外来生物による生態系等への被害防止

対策の実施
計画通り完了 A A B

改善が必要（進

め方等の改善）

No.88 自然環境学習の実施 計画通り完了 A A B
改善が必要（進

め方等の改善）

　再生可能エネル

ギーを利用したエネ

ルギーの地産地消を

推進し、二酸化炭素

の排出を削減するこ

となど、脱炭素社会

の実現を目指す、地

球にやさしいまちづ

くりに取り組みま

す。

方向性1

環境に配慮

した取組み

の推進

No.89 省エネルギー、再生可能エネルギーの

利用促進
計画通り完了 A B B

改善が必要（進

め方等の改善）

　本施策における事業（No.89「省エネルギー、再生可能エネルギーの利用促

進」）については、進捗状況を「計画通り完了」としているが、環境配慮事業助成

制度におけるエコポイント方式は申請方法が煩雑であること、申請数が想定数に届

かなかったことから、効率性（手法）及び達成度がB評価となり、総合評価につい

ては「改善が必要（進め方等の改善）」となっている。なお、脱炭素化の推進につ

いては、世界共通の喫緊の課題であり、本事業の充実により、環境配慮行動を促す

必要があることから、環境配慮事業助成制度におけるエコポイント方式の事務手法

の見直し検討や、エコアクションポイント制度の見直しについて、検討を行うこと

としている。

外部評価委員会からの意見なし

No.83

・LINE公式アカウントについては、登録者数と利用件数の目標を明確にし、取組

を進める必要がある。

No.87

・自然豊かな羽村市においては、外来生物だけでなく、都市環境に適応した野生動

物への対策も重要である。総合的な対策としての取組や近隣自治体との連携を表明

する必要があるのではないか。

No.88

・多摩川で事故があることから、溺れている人の救助方法の講座や川について学ぶ

場を創出してはどうか。

・河原に浮き輪等を設置するなどの事例を参考にしてはどうか。

　本施策における6事業の進捗状況は、「計画通り完了」が5事業、「計画を見直し

完了」が1事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が4事業、「改善が必

要（進め方等の改善）」が2事業となっている。

　進捗状況において「計画を見直し完了」となったNo.84「リサイクルセンターの

機能の維持管理と延命化に向けた方針策定」は、当初予定していたリサイクルセン

ター施設の延命化に向けた方針の策定に遅れが生じたことから、達成度はB評価と

なっている。なお、本事業は、人口減少やごみ処理量減少への対策として、必要性

が高いことから、引き続き、施設の最適化方針の策定に取り組むこととしている。

　総合評価が「改善が必要（進め方等の改善）」となった事業について、No.87

「外来生物による生態系等への被害防止対策の実施」は、アライグマ・ハクビシン

の捕獲頭数が当初計画数よりも少なかったことから、達成度はB評価となってい

る。今後の対応としては、直営での罠の設置や事業の周知に力を入れていくことと

している。

　No.88「自然環境学習の実施」は、一部事業が募集人数に対して参加者数が少な

かったことから、達成度はB評価となっている。今後の対応としては、事業の周知

方法を工夫するとともに、多くの人に参加していただけるような魅力ある事業を企

画する必要があるとしている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

施策4　ゼロエミッションの地球にやさしいまち

施策3　自然を大切にし、次世代につなぐまち

　3R（リデュース・

リユース・リサイク

ル）などの環境配慮

行動を実践し、ごみ

の減量と排出の抑制

に取り組みます。ま

た、市内のみどりや

水・空気の保全、生

物多様性の確保など

に取り組むことで、

限られた資源を大切

にし、次世代に継承

していくことに取り

組みます。

方向性2

自然環境の

保全

方向性1

ごみの減量

と資源化の

促進
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

方向性1

羽村市への

進出の支援

No.90 企業誘致の促進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における事業（No.90「企業誘致の促進」）については、進捗状況を「計

画通り完了」としており、総合評価は「計画通り実施」となっている。

　このことから、大きな課題は無いものと考えられる。

　引き続き、施策を推進していくとともに、令和6年度以降については、雇用促進

奨励金額の拡充を進め、従業員の定住促進を進めることとしている。

外部評価委員会からの意見なし

No.91 農業委員会サポートシステムの導入 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.92 生産緑地の維持・保全 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性3

羽村市の魅

力の発信

No.93 新しい生活様式に沿った「市民まつり

（仮称）」の実施
計画通り完了 A A A 計画通り実施

　本施策における事業（No.93「新しい生活様式に沿った「市民まつり（仮称）」

の実施」）については、進捗状況を「計画通り完了」としており、総合評価は「計

画通り実施」となっている。

　「はむら市民と産業のまつり」の会場内における防塵対策などの課題があるた

め、実行委員会等からの意見を反映し改善することにより、市民に愛されるイベン

トとして更なる充実を図っていくこととしている。

No.93

・動物公園の入園者数の減少や自然学習の参加者が少ないという課題があることか

ら、これらの事業と連携を図り、子供達の夏の思い出作りができる場を創出するこ

とが必要ではないか。

・事後評価シートにおいて、「はむら夏まつり」を実施しない理由を記載し、市民

に分かるように説明をしてはどうか。

・猛暑等による安全面を考えると「はむら夏まつり」の開催が難しいことは理解す

るが、他の自治体では夏季にイベントを開催しているため、夏季において安全にイ

ベントを開催する方法を検討する必要があるのではないか。

コンセプト4　にぎわいを創る

施策1　先端技術産業が集まるまち

※「方向性2　企業間などのつながりの強化」及び「方向性3　産業分野間の連携の強化」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

施策2　市内産業が元気に活動するまち

　羽村市の経済活動

を支える工業・商

業・農業・観光業

が、それぞれの事業

者の個性を大切にし

ながら、相乗的に発

展していけるよう、

市内産業の魅力向上

に取り組みます。

外部評価委員会からの意見なし

　産業振興と都市計

画の両面から、先端

技術産業などを始め

とする企業誘致や、

新たな産業の創出を

図るとともに、産業

集積による先端技術

などの開発拠点を形

成し、地域における

産業連携を促進して

いくことに取り組み

ます。

施策3　人が集まり、交流を生むまち

※「方向性1　羽村市の魅力の向上」及び「方向性2　来訪者とのつながりの創出」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

　市内産業の効果的

な魅力発信や、多く

の人が集い、交流が

生まれる駅周辺など

の基盤整備を行うと

ともに、羽村市に関

わる人との交流を生

み、まちに活気やに

ぎわいを創ることに

取り組みます。

※「方向性2　新たなチャレンジの支援」、「方向性3　人材の確保や育成の支援」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

方向性1

継続的な操

業や立地の

支援

　本施策における2事業の進捗状況は「計画通り完了」、総合評価は「計画通り実

施」となっている。

　このことから、各事業とも大きな課題は無いものと考えられる。

　No.91「農業委員会サポートシステムの導入」は、農業委員会サポートシステム

の運用に係る研修に参加し、活用できる範囲を広げていくとともに、適正なデータ

更新を行うこととしている。

　No.92「生産緑地の維持・保全」は、生産緑地（農地）の維持・保全や農業経営

が安定的に継続できるよう、生産緑地の追加指定の募集を行い、指定後30年が経過

する生産緑地については特定生産緑地への指定の手続きを行っていくこととしてい

る。
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

方向性1

関係機関と

の連携の強

化
No.94 自主防災組織への支援 計画通り完了 A A B 計画通り実施

No.95 消防団員への準中型自動車運転免許取

得費の補助
計画通り完了 A A B 計画通り実施

No.96 学生消防団活動認証制度の導入 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.97 消防自動車（ポンプ車）の更新 遅延 A B B
改善が必要（進

め方等の改善）

No.98 消防団員の出動報酬の創設 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.99 市道第2002号線無電柱化事業の実施 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.100 災害時マンホールトイレの整備 計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.101 那賀排水樋管ゲートの電動化改良に

向けた実施設計
計画通り完了 A A A 計画通り実施

施策1　相互の連携・協力による、災害に強いまち

コンセプト5　くらしを守る

　地震や気象災害、

火災の発生などによ

る被害を最小限に抑

えるため、市と市

民・事業者、国、東

京都、関係機関と相

互に連携し、普段か

らの対策・訓練に取

り組むことで、自

助・共助・公助の強

化に取り組みます。

　本施策における10事業の進捗状況は、「計画通り完了」が9事業、「中断」が1

事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が9事業、「改善が必要（進め

方等の改善）」が1事業となっている。

　進捗状況において「中断」となったNo.97「消防自動車（ポンプ車）の更新」

は、自動車製造メーカーの許可認可が遅れたことで、年度内に納車できなかったこ

とから、達成度はＢ評価となっている。令和6年度に納車が完了するよう事務を進

めたが、今後の事務スケジュールについて改善する必要があることから、総合評価

は「改善が必要（進め方等の改善）」となっている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.95「消防団員への準中型自動車運転免許取得費の補助」は、年度内に

準中型自動車運転免許の取得が出来なかった者がいることから、年度当初から計画

的に免許を取得できるよう周知する必要があるとしている。

　No.98「消防団員の出動報酬の創設」は、消防団員の役割が大きくなっており、

報酬以外の処遇改善も重要であることから、処遇改善や負担軽減策を検討していく

こととしている。

令和6年度外部評価対象外

方向性3

災害に強い

環境の整備
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外部評価

計画事業名 進捗状況 妥当性
効率性

(手法)
達成度 総合評価

コ

ン

セ

プ

ト

施

策
取組みの概要 方向性

令和6年度行政評価結果概要一覧（内部評価（事後評価）及び外部評価）

内部評価

事後評価結果

事後評価の概要 外部評価委員会からの意見等

No.102 避難行動要支援者個別避難計画の作

成
計画通り完了 A A A 計画通り実施

No.103 災害時の福祉避難所の実効性の確保 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性1

犯罪防止対

策の強化 No.104 消費生活相談の充実 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性4

基地対策の

強化 No.105 横田基地対策の推進 計画通り完了 A A A 計画通り実施

方向性1

医療体制の

確保

No.106 新型コロナウイルス感染症への対応 計画を見直し完了 A A A 計画通り実施

　本施策における事業（No.106「新型コロナウイルス感染症への対応」）につい

ては、進捗状況を「計画見直し完了」としており、総合評価は「計画通り実施」と

なっている。

　新型コロナウイルスワクチンの臨時接種期間が令和5年度末に延長されたことに

伴い、新型コロナウイルス感染症対策報告書の完成時期を令和6年度に変更した

が、新型コロナウイルスワクチン接種については、十分な接種機会を提供すること

ができたとしている。感染症対策について、引き続き感染状況を把握し、必要な対

策を講じていくこととしている。

令和6年度外部評価対象外

令和6年度外部評価対象外　本施策における2事業の進捗状況は「計画通り完了」、総合評価は「計画通り実

施」となっている。

　このことから、各事業とも大きな課題は無いものと考えられる。

※「方向性2　情報共有の推進」及び「方向性3　経済的な支援」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

〔各項目の評価評点について〕

【進捗状況】　計画通り完了、計画を見直し完了、遅延、中断

【妥当性】　A：妥当である　 B：おおむね妥当である　C：見直しが必要　D：休・廃止の検討が必要

【効率性（手法）】　A：効率的である　B：進め方等の改善が必要　C：規模や内容、実施主体の見直し等が必要　D：抜本的な見直し、休・廃止の検討が必要

【達成度】　A：達成度80％以上　B：達成度50％以上80％未満　C：達成度20％以上50％未満　D：達成度20％未満

【総合評価】　計画通り実施、改善が必要（進め方等の改善）、改善が必要（規模や内容、実施主体の見直し等）、改善が必要（抜本的見直し、休・廃止の検討）

　地震や気象災害、

火災の発生などによ

る被害を最小限に抑

えるため、市と市

民・事業者、国、東

京都、関係機関と相

互に連携し、普段か

らの対策・訓練に取

り組むことで、自

助・共助・公助の強

化に取り組みます。

　私たちの命や日常

の暮らしに重大な影

響を与えるおそれの

ある感染症などへの

対策に取り組むとと

もに、市民生活や地

域経済を安定的に維

持することができる

よう取り組みます。

※「方向性2　防災に関する知識や災害時の対応方法などの習得支援」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

　本施策における10事業の進捗状況は、「計画通り完了」が9事業、「中断」が1

事業となっている。総合評価は、「計画通り実施」が9事業、「改善が必要（進め

方等の改善）」が1事業となっている。

　進捗状況において「中断」となったNo.97「消防自動車（ポンプ車）の更新」

は、自動車製造メーカーの許可認可が遅れたことで、年度内に納車できなかったこ

とから、達成度はＢ評価となっている。令和6年度に納車が完了するよう事務を進

めたが、今後の事務スケジュールについて改善する必要があることから、総合評価

は「改善が必要（進め方等の改善）」となっている。

　その他の事業については、大きな課題は無いものと考えられる。

　なお、No.95「消防団員への準中型自動車運転免許取得費の補助」は、年度内に

準中型自動車運転免許の取得が出来なかった者がいることから、年度当初から計画

的に免許を取得できるよう周知する必要があるとしている。

　No.98「消防団員の出動報酬の創設」は、消防団員の役割が大きくなっており、

報酬以外の処遇改善も重要であることから、処遇改善や負担軽減策を検討していく

こととしている。

令和6年度外部評価対象外

方向性4

災害時に安

心して生活

できる環境

の整備

施策2　犯罪や事故から身を守り、安全で、安心できるまち

※「方向性2　交通事故などの防止」及び「方向性3　地域との連携の強化」に位置づけた事業に、令和6年度行政評価（内部評価（事後評価）及び外部評価）の対象となる事業はありません。

施策3　感染症などから日常のくらしを守り、安定した生活ができるまち

　詐欺、盗難、空き

巣などの犯罪や、交

通事故などの被害を

未然に防ぎ、安全な

環境の中で、安心し

た日常生活を送るこ

とができるよう、関

係団体や関係機関と

の連携による対策強

化や環境整備に取り

組みます。
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